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５
月
21

日(

土
）
、
日
中
友
好

協
会
倉
敷
支
部
の
文
化
講
演
会

が
13:

30
～
く
ら
し
き
健
康
福
祉

プ
ラ
ザ
、
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
６２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
で
16
回
目
を
迎
え
た
こ

の
講
演
会
で
す
が
、
今
回
は
長
崎

大
学
名
誉
教
授
の
井
手
啓
二
先

生
を
迎
え
て
「
中
国
社
会
は
今
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？
ど
こ
に
向
か

っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
演
題

で
、
中
国
経
済
の
最
新
の
動
き
に

つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
月
１５
日
、
１６
日
に
日
中
友

好
協
会
倉
敷
支
部
か
ら
４
人
が

「
憲
法
を
く
ら
し
に
い
か
す
倉
敷

市
民
の
会
」
と
合
同
で
長
野
・
岐

阜
へ
平
和
バ
ス
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。
行
先
は
杉
浦
千
畝
記
念
館
、

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
、
瑞
浪

地
下
壕
で
す
。 

杉
浦
千
畝
は
第
２
次
世
界
大

戦
中
、
約
６
０
０
０
人
の
ユ
ダ
ヤ
人

を
救
っ
た
外
交
官
で
す
。
難
民
問

題
は
今
も
大
き
な
問
題
で
す
。

今
、
私
た
ち
が
何
を
な
す
べ
き
か
、

何
が
で
き
る
の
か
問
わ
れ
て
い
ま

す
。 満

蒙
開
拓
平
和
記
念
館
は
昨

年
見
た
映
画
「
望
郷
の
鐘
」
の
舞

い
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
じ
犠
牲
者
だ
っ
た
朝
鮮
人

の
墓
碑
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

以
前
日
中
友
好
協
会
に
入
っ
て

い
た
方
、
在
日
朝
鮮
人
と
の
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
、
野
党
共
闘
を

切
望
さ
れ
て
い
る
方
、
「
過
去
に

日
本
が
中
国
・
朝
鮮
に
ど
れ
だ
け

ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
か
、
も
っ
と
知

る
べ
き
だ
」
と
話
す
方
な
ど
、
初
め

て
会
う
方
た
ち
と
交
流
で
き
て
刺

激
的
で
し
た
。
２１
日
の
井
出
先
生

の
講
演
会
に
も
「
憲
法
を
～
」
の
会

か
ら
４
人
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
２
つ
の
会
が
交
流
し
、

輪
が
大
き
く
な
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。 

田
辺
幸
子 

 

済
成
長
が
頭
打
ち
の
な
か
、
中
国

は
先
進
国
の
学
者
・
技
術
者
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
引
き

続
き
６
％
程
度
の
経
済
成
長
が
続

く
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
示
さ

れ
ま
し
た
。
中
国
は
今
、
近
代
の

歴
史
で
最
良
の
時
代
を
迎
え
て
お

り
、
世
界
で
最
も
多
く
の
留
学
生

を
送
り
出
し
て
い
る
国
で
あ
り(

１

年
間
40
万
人)

、
ま
た
世
界
第
３

位
の
留
学
生
受
け
入
れ
国
で
も
あ

り
ま
す
。
中
国
の
人
口
は
現
在
13

億
７
千
万
人
で
す
が
、
中
国
人
の

海
外
旅
行
が
増
え
て
お
り
、
２
０

２
０
年
に
は
２
億
人
に
達
す
る
と

い
う
推
計
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

の
う
ち
の
１
割
、
２
割
が
日
本
に

来
た
と
し
た
ら････

宿
泊
施
設
が

足
り
ま
せ
ん
。
中
国
は
こ
れ
か
ら

も
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で

あ
り
続
け
る
よ
う
で
す
。
１
年
の

う
ち
半
年
は
中
国
の
福
州
市
で
教

鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
の
話

は
、
具
体
性
に
富
み
、
大
い
に
参

考
に
な
る
講
演
で
し
た
。 

台
で
す
。
「
憲
法
を
～
」
の
会
の
方

は
満
蒙
開
拓
団
や
残
留
孤
児
に

つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
４
月
に
日
中

友
好
協
会
の
小
林
軍
治
さ
ん
か

ら
学
習
会
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、

よ
く
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い

ま
す
。 

１６
日
見
学
の
瑞
浪
地
下
壕
の

説
明
に
、
途
中
か
ら
加
藤
明
さ
ん

が
合
流
。
８２
歳
の
高
齢
な
が
ら
、

子
ど
も
の
こ
ろ
の
体
験
を
熱
く
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
瑞
浪
地
下

軍
需
工
場
の
強
制
労
働
に
３
３
０

人
の
中
国
人
が
連
行
さ
れ
、
う
ち

３９
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
壕
の

上
を
登
る
と
「
日
中
不
再
戦
の
誓

井
手
先
生
は
、
西
側
先
進
国
が
新

自
由
主
義
経
済
の
下
、
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
に
非
正
規
雇
用
を
増
や

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
賃
金
を
抑

制
し
、
結
果
的
に
国
内
需
要
を
引

き
下
げ
、
海
外
へ
の
輸
出
に
依
存

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

投
資
に
象
徴
さ
れ
る
現
代
の
資

本
主
義
が
市
場
経
済
を
む
し
ば

ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
は
市
場

経
済
に
基
づ
い
て
社
会
主
義
建
設

第
１６
回
中
国
問
題
文
化
講
演
会 

中
国
社
会
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部 

犬
飼 

繁 

 

に
取
り
組
み
、
１
９
７

８
年
の
改
革
開
放
政
策

以
降
経
済
成
長
が
進

み
、
１
９
９
２
年
の
社
会

主
義
市
場
経
済
化
路

線
採
択
後
は
高
度
経

済
成
長
期
を
迎
え
、
２

０
０
０
年
～
２
０
１
０
年

は
年
率
10
％
、
２
０
１

１
年
～
２
０
１
５
年
は

年
率
７
．
８
％
の
成
長

を
遂
げ
た
こ
と
を
わ
か

り
や
す
く
講
義
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

西
側
先
進
国
で
経

『南
信
州 

戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
』ツ
ア
ー 

中
国
か
ら
の
観
光
客
で
大
賑
わ
い
信
州
・
飛
騨
の
旅 

竹
内
袈
裟
行 

 
５
月
１０
日
か
ら
１３
日
に
か
け

て
、
私
の
姉
と
娘
そ
れ
に
愛
犬
の

ち
ま
き
と
一
緒
に
善
光
寺
と
奥

飛
騨
へ
久
し
ぶ
り
の
旅
行
に
行
き

ま
し
た
。 

 

朝
６
時
に
車
で
出
発
、
途
中
阿

智
村
の
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

へ
、
１２
時
こ
ろ
に
到
着
、
残
念
な

が
ら
休
館
日
。
近
く
の
ソ
バ
屋
で

昼
食
、
と
て
も
美
味
し
い
ソ
バ
で
し

た
。
そ
の
後
長
野
の
善
光
寺
近
く

の
宿
へ
、
翌
日
の
朝
早
く
に
善
光

寺
へ
参
拝
、
安
曇
野
の
ち
ひ
ろ
美

術
館
へ
、
こ
こ
も
休
館
日
、
残
念
。

上
高
地
へ
向
か
う
も
２
日
間
の
雨

で
増
水
、
あ
き
ら
め
て
飛
騨
高
山

へ
、
町
並
み
保
存
地
区
へ
到
着
し
て

び
っ
く
り
。
人
、
人
、
人
で
歩
く
の

も
大
変
、
周
り
は
ほ
と
ん
ど
全
部

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
が
中
国
か
ら
の

観
光
客
、
翌
日
は
白
川
郷
へ
、
な

ん
と
こ
こ
も
中
国
か
ら
の
観
光
客

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
駐
車
場

に
は
観
光
バ
ス
が
30
台
以
上
。 

 

帰
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
日
本

語
を
聞
い
て
ほ
っ
と
し
た
旅
で
し

た
。 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

６
月
１３
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

光本 

食
べ
物
も
な
く
、
飲
む
水
も
な

い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
じ
ゃ
が
い
も

等
を
食
べ
、
飢
え
を
し
の
ぐ
。
逃
げ

る
途
中
、
同
郷
の
お
じ
さ
ん
が
、

前
方
を 

歩
い
て
い
る
奥
さ
ん
と

娘
さ
ん
を
う
し
ろ
か
ら
銃
で
撃
っ

て
殺
す
の
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。
び
っ
く
り
し
て
言
葉
も
出 

な

か
っ
た
。 

大
き
な
川
が
あ
り
、
妹
と
手
を

つ
な
ぎ
死
ぬ
つ
も
り
で
川
に
入
っ
た

が
、
向
こ
う
岸
に
つ
い
て
し
ま
っ

た
。
ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
、
大
人
の

人
た
ち
に
付
い
て
行
け
ず
中
国
人

に
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
女
の
子
だ

か
ら
殺
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

男
は
、
報
復
し
て
く
る
の
で
叩
き

殺
さ
れ
た
と
聞
い
た
。 

中
国
人
は
、
彼
女
と
妹
を
村
の

集
会
所
に
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
こ

に
は
沢
山
の
日
本
人
が
い
た
。
こ
の

人
た
ち
と
一
緒
に
依
蘭
の
収
容

所
ま
で
何
日
も
か
か
っ
て
行
っ
た
。 

夜
に
な
る
と
、
ソ
連
兵
が
や
っ

て
き
て
、
女
の
人
を
連
れ
て
い
き
、

強
姦
し
た
り
す
る
の
で
、
女
の
人

は
、
顔
に
墨
を
塗
り
、
髪
を
切
り

丸
坊
主
に
な
っ
て
男
装
。 

一
四
才
で
あ
っ
た
が
、
小
柄
な
彼

女
は
子
供
の
よ
う
に
見
え
た
の

か
、
連
れ
て
行
か
れ
な
か
っ
た
。
ソ

連
兵
の
捨
て
た
缶
詰
の
力
ン
を
鍋

代
わ
り
に
コ
ウ
リ
ャ
ン
米
を
煮
て

食
べ
、
飢
え
を
し
の
い
だ
。
こ
こ
に

二
週
間
ぐ
ら
い
い
て
、
ま
た
、
方
正

の
収
容
所
に
行
っ
た
。 

こ
こ
で
山
の
方
に
逃
げ
た
両
親

と
妹
の
死
を
知
っ
た
。
集
団
自
決

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。 

開
拓
団
の
団
員
は
、
い
つ
で
も

東
北
部
を
放
棄
し
、
軍
を
南
方
方

面
に
撤
退
さ
せ
た
。
そ
の
直
後
、

敗
戦
処
理
に
つ
い
て
の
米
・
英
・
ソ

の
ヤ
ル
タ
会
談
に
よ
り
、
ソ
連
軍
の

参
戦
が
決
ま
っ
た
。 

満
州
在
住
の
一
般
住
民
一
五
五

万
人
、
開
拓
関
係
者
約
二
七
万

人
が
残
さ
れ
た
。 

 

悲
劇
の
逃
避
行 

八
月
一
六
日
、
七
虎
力
開
拓

団
本
部
は
、
開
拓
団
全
員
を
集

め
、
依
蘭
方
面
に
向
か
い
日
本
に

帰
る
と
い
う
こ
と
を
決
め
、
出
発

し
た
。
約
五
百
人
、
馬
車
、
八O

台
を
連
ね
て
の
逃
避
行
が
始
ま
っ

た
。 鴨

井
一
家
は
、
兄
が
現
地
召
集

で
軍
隊
に
入
り
、
姉
は
、
陸
軍
病

院
に
看
護
婦
と
し
て
動
員
さ
れ
て

い
た
。
だ
か
ら
、
父
母
、
妹
二
人
、

彼
女
一
四
才
、
す
ぐ
下
の
妹
一
一

才
、
満
州
で
生
ま
れ
た
妹
は
、
ま

だ
手
の
か
か
る
三
才
で
あ
っ
た
。 

元
気
な
男
子
は
、
ほ
と
ん
ど
軍

に
招
集
さ
れ
、
女
、
子
供
と
四
〇

才
を
超
え
た
人
た
ち
だ
っ
た
。 

閻
家
（
え
ん
じ
ゃ
）
駅
を
通
り
過

ぎ
、
う
し
ろ
が
山
で
、
コ
ウ
リ
ヤ
ン

畑
が
続
く
張
家
屯
ま
で
来
た
。
そ

の
時
、
中
国
人
の
襲
撃
激
し
く
、

皆
あ
ち
こ
ち
に
身
を
隠
し
逃
げ

た
。
大
勢
の
人
が
殺
さ
れ
、
馬
も

倒
さ
れ
た
。 

彼
女
は
、
上
の
妹
を
連
れ
て
ほ

か
の
人
た
ち
十
数
人
と
一
緒
に
、

コ
ウ
リ
ヤ
ン
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
畑

に
身
を
隠
し
た
。
こ
こ
で
両
親
た

ち
三
人
と
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。 

た
。 当

時
、
日
本
の
農
村
人
口
は
、

約
二
千
八
百
万
人
、
そ
の
う
ち
約

一
千
百
万
人
が
小
作
か
、
五
反
以

下
の
貧
農
で
あ
っ
た
。
政
府
は
、
満

州
に
行
け
ば
、
二
十
町
歩
の
土
地

が
も
ら
え
る
と
入
植
を
勧
め
た
。 

「
満
州
国
」
や
中
国
の
権
益
を

守
る
た
め
に
、
駐
屯
し
て
い
た
の

が
、
陸
軍
の
関
東
軍
で
あ
っ
た
。
こ

の
軍
は
、
満
州
事
変
後
、
中
国
各

地
で
謀
略
的
な
侵
攻
を
行
い
、
つ

い
に
四
一
年
、
太
平
洋
戦
争
に
突

入
。
と
こ
ろ
が
敗
色
濃
く
な
っ
た

四
五
年
五
月
に
ド
イ
ツ
降
伏
、
日

本
は
、
朝
鮮
半
島
の
北
側
三
角
部

分
を
作
戦
地
域
と
し
、
満
州
等
の

条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
外
国

人
差
別
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う

社
会
通
念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

し
か
し
四
月
一
七
日
に
は
岡

山
市
で
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
行

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

差
別
に
抗
議
す
る
人
達
が
カ

ウ
ン
タ
ー
行
動
に
取
り
組
み
、
差

別
的
な
言
動
が
桃
太
郎
大
通
り

に
響
き
渡
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
多
文
化
共
生
を
目
指
す

岡
山
市
で
差
別
デ
モ
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。 

 
 

人
権
啓
発
は
も
ち
ろ
ん
差
別

を
許
さ
な
い
社
会
に
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

林 
潤 

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者

の
救
援
な
ど
政
治
課
題
を
掲
げ

な
が
ら
実
態
は
在
日
外
国
人
の

差
別
や
排
斥
を
叫
ぶ
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
が
全
国
的
に
問
題
に
な
り
、

日
本
政
府
が
国
連
か
ら
勧
告
を

受
け
た
り
、
国
会
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
規
制
法
が
参
院
を
通
過
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
大
阪
市
で
は
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
処
す
る
た
め
の

自
決
、
死
ね
る
よ
う
に
青
酸
カ
リ

や
銃
・
手
榴
弾
等
を
携
帯
し
て
逃

避
行
し
て
い
た
。
ソ
連
兵
の
襲
撃

が
予
知
さ
れ
た
時
は
、
女
、
子

供
、
老
人
を
集
会
室
に
入
れ
、
外

か
ら
カ
ギ
を
し
、
手
榴
弾
を
投
げ

入
れ
、
窓
か
ら
血
ま
み
れ
に
な
っ

て
出
て
く
る
と
銃
殺
し
た
り
軍
刀

で
切
り
、
室
内
に
戻
し
た
そ
う

た
。 な

ぜ
こ
ん
な
凄
惨
な
こ
と
を
ま

で
し
て
、
集
団
自
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
。 

そ
れ
は
、
軍
人
の
心
得
を
示
し
た

「
戦
陣
訓
」
に
あ
っ
た
。
「
生
き
て
虜

囚
（
り
ょ
し
ゅ
う
＝
捕
虜
）
の
辱
め

を
受
け
ず
、
死
し
て
罪
禍
（
ざ
い

か
）
の
汚
名
を
残
す
こ
と
勿
（
な

か
）
れ
」
と
い
う
一
句
だ
っ
た
。
敵
の

捕
虜
に
な
る
よ
り
死
を
強
制
し
た

の
で
る
。 

こ
の
方
正
の
収
容
所
で
は
大
勢
の

人
が
病
気
や
栄
養
失
調
で
死
ん
で

い
っ
た
。
十
二
才
の
妹
も 

力
尽
き

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
死
体
を
埋

め
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
大
き
な
穴

に
、
妹
の
亡
骸
を
置
き
合
掌
し

た
。 

「
民
族
差
別
、
在
日
外
国
人
差
別
は
許
さ
れ
な
い
」 

抗
議
宣
伝
を
す
る
林
潤
市
議 

あ
る
中
国
残
留
婦
人
の
生
涯 

―
鴨
井
千
代
子
さ
ん
の
こ
と
― 

３ 

た
九
町
歩
の
畑
、
一
町
歩
の
水

田
、
五
反
の
野
菜
畑
、
馬
三
頭
、

何
人
か
の
苦
力
（
下
層
労
働
者
）

が
与
え
ら
れ
て
い
た
。 

時
に
は
零
下
三
十
度
に
な
る

寒
冷
地
で
、
軒
に
は
氷
柱
が
下
が

り
、
外
に
出
る
と
、
顔
や
口
の
ま

わ
り
が
凍
り
白
く
な
っ
た
。
夏
は
、

運
動
会
が
あ
り
、
冬
は
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
。
一
家
に
と
っ
て
、
厳
し
い

自
然
条
件
の
中
で
、
苦
労
は
あ
る

が
、
楽
し
い
幸
せ
な
時
間
で
あ
っ

生
い
立
ち 

２ 

開
拓
団
本
部
の
近
く
で
集
団

生
活
を
し
、
一
年
半
後
に
住
宅
が

出
来
、
学
校
も
出
来
た
。
学
校

は
、
複
式
授
業
で
上
級
生
と
下
級

生
が
一
緒
に
勉
強
し
、
冬
は
寄
宿

舎
で
過
し
た
。
金
曜
日
に
父
親
が

兄
、
姉
と
彼
女
を
馬
車
で
迎
え
に

来
て
、
日
曜
日
、
ま
た
送
っ
て
来

る
。
親
た
ち
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

大
豆
を
作
り
、
農
群
に
励
ん
で
い


